
（令和８年７月23日現在）

１　だて正夢（移植栽培）
（１）生育状況

参考

出穂期

本年値
(cm)

平年比
(%)

本年値
(本/m²)

平年比
(%)

本年値
(SPAD値)

平年差
本年値
（枚）

平年差
（枚）

本年値
(mm)

平年差
(mm)

平年

だて正夢 4/14 5/11 83.6 103 453 95 38.6 2.9 11.9 -0.1 25 22 8/3

（参考）
ひとめぼれ

4/14 5/11 77.5 98 602 101 38.5 2.9 11.6 -0.2 33 -13 7/31

注）稚苗、栽植密度：18.5本/m²、基肥：5.0kg/10a

（２）栽培管理

２　直播栽培
（１）生育状況
　１）ひとめぼれ（乾田直播）　※前年との比較

参考

出穂期

本年値
(cm)

前年比
(%)

本年値
(本/m²)

前年比
(%)

本年値
(SPAD値)

前年差
本年値
（枚）

前年差
（枚）

本年値 前年値 前年

ひとめぼれ 4/13 6/1 73.6 87 802 135 39.9 2.2 10.0 -0.5 未 7/17 8/8

注）播種方式：グレーンドリル鎮圧、播種量：5.2kg/10a、基肥：11.0kgN/10a

　２）ひとめぼれ（湛水直播）　※令和６年との比較

参考

出穂期

本年値
(cm)

令和６
年比
(%)

本年値
(本/m²)

令和６
年比
(%)

本年値
(SPAD値)

令和６
年差

本年値
（枚）

令和６
年差
（枚）

本年値
令和６
年値

令和
６年

ひとめぼれ 5/12 5/28 67.5 96 584 78 38.7 0.4 10.3 0 7/23 7/18 8/7

注）播種方式：鉄コーティング、播種量2.1kg/10a、基肥：5.0kgN/10a

（２）栽培管理

＜次回：令和８年８月中旬更新予定＞

・いもち病防除を実施していないほ場では、出穂前に防除を実施する。
・紋枯病の多発が予想される場合は、薬剤防除を実施する。
・イネツトムシ（イチモンジセセリ）は、７月下旬から８月上旬に発生しやすいので、ほ場内を見回り発生が多い場合には防除を実施する。
・斑点米カメムシ類は、穂揃期とその７～１０日後の２回防除を基本とする。

令和８年度生育モニタリングの生育状況（宮城県古川農業試験場）

移植日
(月/日)

播種日
(月/日)

播種日 出芽揃日

播種日 出芽揃日

７月21日現在の生育は草丈が平年比103％、茎数が平年比95％とほぼ平年並。葉色は平年より2.9ポイント高い。葉数は平年より0.1枚少ない。幼穂長は
25㎜と平年よりも３日程度早く推移している。

・基本的な管理は「ひとめぼれ」に準じて実施する。
・幼穂形成期に追肥を行っていない場合は、減数分裂期に窒素成分で２kg/10a程度の追肥を行う。ただし、葉色が40以上の場合には追肥を控える。
・高温時は飽水管理により地温の低下と根の活性維持を図る。

葉色 葉数

乾田直播の７月22日現在の生育は草丈が前年比87％、茎数が前年比135％、葉色は前年より2.2ポイント高い。葉数は前年より0.5枚少なく、生育ステージ
は前年より４日程度遅れている。

湛水直播の７月23日現在の生育は草丈が令和６年比96％、茎数が令和６年比78％、葉色は令和６年より0.4ポイント高い。葉数は令和６年と同程度、幼
穂形成期は７月23日で生育ステージは令和６年より５日程度遅れている。

草丈

草丈 茎数
品種名

生育状況（７月21日現在）

茎数

葉数

品種名

生育状況（７月23日現在）

草丈 茎数 葉色
品種名

生育状況（７月22日現在）

幼穂長

幼穂形成期

幼穂形成期

葉色 葉数


